
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

過
日
、
ハ
ヤ
ブ
サ
宇
宙
探
査
機
が
60 

億
キ
ロ
の
旅
を
な
し
終
え
地
球
に
帰
還

し
た
感
動
的
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
科
学
技
術
の
枠
組
み
の
偉
大

さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
有
効
性

は
疑
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
人
の
綾
な
す
中
で
の
出
来
事

は
、
状
態
自
体
が
計
測
困
難
で
変
化
の

予
測
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。
こ
れ

は
、
相
互
関
係
が
き
わ
め
て
複
雑
に
な

っ
た
為
だ
け
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

自
然
に
起
こ
る
こ
と
と
人
に
関
連
す

る
事
と
の
間
で
決
定
的
に
異
な
る
こ
と

は
、
人
に
は
思
い
・
意
志
が
あ
る
こ
と

で
す
。
現
在
の
科
学
で
は
、
人
の
思
い

は
物
質
に
何
も
影
響
を
与
え
な
い
と
し

て
こ
れ
を
無
視
し
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

そ
う
で
は
な
い
と
い
う
立
場
に
あ
り
、

従
来
の
科
学
と
整
合
性
の
あ
る
新
し
い

世
界
観
の
構
築
に
努
力
し
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
構
築
は
、
ま
ず
、
事
実
の
膨
大

な
集
積
と
整
理
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
個
々
に
捉
わ
れ
ず
、

自
由
な
目
で
そ
れ
ら
を
俯
瞰
し
た
と
き

に
新
し
い
全
て
を
統
べ
る
原
理
が
見
つ

か
る
の
で
す
。
例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。（a） 

今
月
号
の
記
事

◎
会
長　

年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
一
月
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
二
月
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
一
月
二
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
報
告

◎
第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
分
科
会

◎
平
成
25
年
9
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
八
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

　

の
図
版
差
し
替
え

◎
第
三
九
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
と
サ
イ
は
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
の

　

周
波
数
域
内
に
潜
在
し
て
い
る

◎
P
S
I
と
進
化
に
つ
い
て
の
一
考
察（b）
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
浪
平
博
人
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（c）（d）

図
（a）
、

（b）
、

（c）
は
、
1
0
0
0
歩
の

ラ
ン
ダ
ム
ウ
オ
ー
ク
の
経
過
図
で
す
。

こ
れ
を
個
々
に
見
る
と
、
と
て
も
規
則

が
あ
る
と
は
見
抜
け
ま
せ
ん
。
図

（d）
は
、

1
0
0
0
回
の
試
行
の
最
後
の
到
達
点

を
記
録
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
明
ら
か
な
規
則
性
が
見
抜
け
ま
す
。

い
ま
サ
イ
に
関
し
て
は
着
実
に
事
実

の
集
積
・
整
理
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

次
の
高
み
へ
の
飛
躍
を
予
感
す
る
次
第

で
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
四
〇
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
三
万
一
千
円
也　

匿　
　

名　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

T
H
E 
S
O
U
R
C
E 

C
O
D
E
S

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?

�

講
師
　
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏

こ
の
講
演
は
、
超
人
的
な
潜
在
能
力

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
、
超
人
的
な
潜
在

能
力
発
揮
の
た
め
に
、「
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
」

を
入
力
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
3
つ
の
面
か
ら
講
義
し
ま
す
。

（
1
）ソ
ー
ス
コ
ー
ド
・
フ
ィ
ー
ル
ド
に

お
け
る
科
学
的
な
証
拠

（
2
）高
い
振
動
数
の
、
瞑
想
技
術
と
超

人
的
な
潜
在
能
力
へ
の
移
行
の
探
求
。

何
が
結
果
を
加
速
す
る
か
?

新
し
い
人
間
の
も
つ
潜
在
能
力
の
卓

越
性
は
、
危
機
的
な
世
界
的
変
化
の

解
決
策
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
解

錠
さ
れ
る
の
か
?

（
3
）サ
イ
能
力
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
調
査

（
4
）日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
な
ど
参
加

者
が
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
体
験
し
、
最

後
に
「
世
界
平
和
瞑
想
」
を
行
い
ま

す
。

● 

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル

世
界
で
一
万
四
千
人
以
上
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
実
施
し
た
「
ラ
イ

フ
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
メ
ー
カ
ー
や
意
識
の
高
い
個
人

を
変
え
る
。
学
校
お
よ
び
療
養
所
に
お

い
て
三
万
人
を
超
え
る
個
人
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
ト
レ
ー
シ
ー
は
、
意
識
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
意
識
の
療
養
所
、
ラ
イ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
、
そ
し
て
神
聖
な
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
創
造
者
で
す
。

1
9
9
9
年
か
ら
2
0
1
5
年
の
活

動
。
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
、
サ
イ
キ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
が
、
ロ
ン

ド
ン
と
東
京
で
設
立
さ
れ
た
。
意
識
の

療
養
会
が
、
富
士
山
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
開
催
さ
れ
る
。
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン（
株
）、
サ
イ
キ

ッ
ク
研
究
の
大
学
、
生
命
の
木
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
日
本
サ
イ
科
学
会
、
マ
イ

ン
ド
・
ボ
デ
ィ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
等
々
に
お
け

る
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

※
英
国
人
の
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

氏
は
、
卓
越
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
能
力
を

も
ち
、
多
く
の
人
々
の
意
識
の
変
容
と

魂
の
目
覚
め
を
起
こ
し
て
き
た
、
著
名

な
サ
イ
キ
ッ
ク
指
導
者
で
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
本
部
例
会
で
御
講

演
が
聴
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
1
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



●❸ ●

せ
ら
知
お
の
会
例
部
本
月
二

象
現
化
質
物

　

は
有
ら
か
無

る
じ
生

　
　
　
　

師
講

　
 

で
中
の
窟
洞
の
イ
タ
、
を
象
現

1

 
0
 0 

%

花
火
い
し
激
、
は
で
こ
そ
。
る
あ
で
能

。
る
す
現
出
が
質
物
な
々
様
、
い
伴

 

が
等
、
物
の
状
物
鉱
、
物
の
状
属
金

速
急
後
解
融
、
は
質
物
の
ら
れ
そ
、
合

見
々
多
が
合
場
る
あ
で
温
高
は
後
直
現

。
る
れ
ら

け
受
を
物
現
出
の
ら
れ
そ
、
為
の
そ

焼
、
が
布
の
状
幕
天
の
用
収
回
る
め
止

。
る
あ
も
合
場
く
空
が
穴
な
さ
小
て
け

以
個
十
数
に
度
一
は
物
現
出
の
ら
れ
こ

。
い
多
が
合
場

る
じ
生
が
有
ら
か
無
、
は
象
現
の
こ

型
小
超
に
さ
ま
、
り
あ
で
象
現
化
質
物

 

が
物
状
棒
の
質
属
金
い
長
細
、
た
ま

も
か
た
あ
、
し
現
出
り
よ
井
天
の
窟
洞

。
る
回
き
動
と
ネ
ク
ネ
ク
に
う
よ
の
蛇

は
径
直

5

い
多
が
合
場
の
度
程
チ
ン
セ。

る
あ
も
合

方
の
者
加
参
、
り
回
き
動
は
部
端
先

の
方
一
う
も
。
る
あ
も
合
場
く
づ
近
へ

確
め
た
る
あ
に
中
の
井
天
、
は
部
端
先

持
を
思
意
な
う
よ
の
こ
。
い
な
き
で
認

場
る
す
現
出
本
数
が
質
物
状
棒
の
質
属

。
る
あ
も
合

カ
度
感
高
、
は
象
現
の
て
全
ら
れ
こ

、
と
介
紹
の
象
現
の
こ
、
は
で
演
講

明
説
を
ム
ズ
ニ
カ
メ
の
生
発
象
現
の
こ

、
し
参
持
を
質
物
た
し
現
出、
た
ま、
し

影
撮
を
象
現
の
ら
れ
こ
。
す
ま
し
開
公

。
す
ま
し
致
開
公
も
オ
デ
ビ
た
し

。
身
出
校
高
田
津
三
呉
立
県
島
広

。
業
卒
類
学
然
自
群
学
一
第
学
大
波
筑

験
体
の
象
現
難
困
解
理
り
よ
期
少
幼

的
目
を
と
こ
う
行
を
明
解
的
学
理
物

。
す
指
目
を
と
こ
る
な
と
者
学
理
物
、
に

、
る
れ
わ
思
に
か
た
じ
生
が
有
ら
か
無

象
現
化
質
物
う
行
の
達
者
聖
の
ド
ン
イ

、
し
と
標
目
の
生
人
を
明
解
的
論
理
の

分
自
は
に
的
終
最
、
が
た
い
歩
ね
訪
を

ら
な
に
う
よ
る
え
行
を
化
質
物
が
身
自

は
に
明
解
の
化
質
物
の
真
、
ば
れ
け
な

わ
に
年
数
十
、
り
悟
を
と
こ
い
な
ら
な

修
り
な
と
子
弟
の
者
聖
の
ド
ン
イ
り
た

。
た
れ
暮
け
明
に
行

0
0
0
2

め
納
を
行
修
の
て
全
に
年

と
も
は
明
解
の
化
質
物
、
り
戻
に
本
日

く
多
、
い
行
を
化
質
物
も
ら
自
、
り
よ

げ
上
し
差
を
物
た
せ
さ
現
出
に
々
人
の

。
た
き
て

フ
め
求
を
理
真
る
な
ら
さ
、
後
の
そ

、
で
中
の

4

頭
教
の
校
学
法
魔
、
間
年

教
を
法
手
の
現
顕
蹟
奇
種
各
、
て
し
と

。
た
し
授

3

、
て
に
イ
タ
、
り
よ
前
年

く
多
、
し
催
開
を
校
学
科
術
法
秘
聖
神

行
を
践
実
と
授
伝
の
法
手
現
顕
蹟
奇
の

区
一
に
明
解
的
論
理
の
象
現
化
質
物

で
題
課
の
極
究
、
在
現
た
い
付
が
り
切

。
る

演
講
ど
ん
と
ほ
は
で
会
の
部
外
段
普
※

な
と
者
力
能
が

い
な
れ
さ

な
演
講
御
の
り
ぶ
し
久
の
ら
か
て
れ
ら

人
知
・
人
友
ご
は
様
皆
の
員
会
、
で
の

ま
い
願
加
参
ご
非
是
、
て
し
い
誘
お
を

。
す

時
日
　

成
平

27
年
2
月
14

）
土
（日

　
　
　

後
午

1

5
時

場
会
　

あ
ぴ
と
北

7
階

1
0
7

室
議
会

通
交
　

 

J
R

車
下
駅
子
王
線
北
東
浜
京

歩
徒

2

札
改
り
下
を
段
階
の
）
り
寄
羽

ル
ビ
層
高
る
え
見
て
出
を
口

費
会
　

員
会
　

円
〇
〇
〇
二

　
　
　

般
一
　

円
〇
〇
〇
三

　
　
　

生
学
　

円
〇
〇
〇
一

　
　
　
　

◆

　
　
　
　
　

◆

※ 

3

り
な
と
み
休
お
は
会
例
部
本
の
月

。
す
ま

　
　
　
　

◆

　
　
　
　
　

◆会
学
科
イ
サ
本
日
西
関

せ
ら
知
お
の
会
集
究
研
月
一

学
科
と
秘
神
の
相
手

る
わ
変
が
相
手
で
用
活
の
脳
―

―

　
　
　
　

師
講

　

峯
高

　

樹
秀

 

氏

ス
ワ
ミ

●
ス
ワ
ミ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ス
ワ
ミ



日
時　

平
成
27
年
1
月
17
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

比
較
言
語
学
で
読
み
解
く
記
紀
が

黙
し
て
語
ら
な
い
日
本
の
古
代
の

真
実

　
　
　
　
講
師
　
坂
井
　
洋
一 

氏

日
時　

平
成
27
年
2
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

日
本
の
目
覚
め
は
世
界
の
夜
明
け

　
　
　
　
講
師
　
長
堀
　
優

ゆ
た
か 

氏

日
時　

平
成
27
年
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
新
年
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
27
年
1
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
後
12
時
～
2
時

会
場　

割
烹　

大
判

�

（
0
9
5
・
8
2
1
・
2
6
2
6
）

交
通　

長
崎
市
役
所
徒
歩
1
分

　
　
　

桜
町
駅
か
ら
1
0
7
m

会
費　

4
0
0
0
円

予
約
等
問
合
せ

�

0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
講
師
　
島
　
重
忠 

氏

�

（
伊
勢
宮
神
社
　
宮
司
）

※
タ
イ
ト
ル
は
未
定
で
す
。

日
時　

平
成
27
年
2
月
8
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14 

�

（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

未
定

予
約
等
問
合
せ

�

0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

エ
ナ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

～
チ
ャ
ク
ラ
で
み
る
五
感
療
法
～

　
　
　
　
講
師
　
苗
　
鉄
軍 

先
生

� （
工
学
博
士
、
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
）

日
時　

平
成
27
年
2
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

会
場　

 

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研

究
所　

研
修
室

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
12
・
45

�

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ャ
ト
ー
南
町
1
F
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

北
陸
日
本
サ
イ
学
会
（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
健
康
科
学
研
究
所
内
）

T
E
L
0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❹●



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
27
年
3
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

　
　
　

名
古
屋
市
昭
和
区

�

御
器
所
3
・
4
・
21 

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
報
告

日
時　

平
成
26
年
9
月
20
日
（
土
）　

会
場　

博
愛
癒ゆ

う

院い
ん

ホ
ー
ル

会
員
の
鈴
木
通
敬
氏
を
中
心
に
、
非

会
員
も
含
め
十
数
名
に
て
、
座
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
27
年
3
月
29
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会 
員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
会
員
）

　
　
　

一
般 

一
〇
〇
〇
円
�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
2
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
27
年
4
月
26
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

�

（
東
京
都
北
区
王
子
1
―
11
―
1
）

会
費　

会
員　
　

5
0
0
円

　
　
　

一
般　

1
0
0
0
円　

※ 

参
加
ご
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
で

す
。
で
き
る
だ
け
メ
ー
ル
で

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
、
メ
ー
ル
を
使
わ
な
い
方
は
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会　

参
加
希
望
」
と
「
住
所　

氏
名　

電
話

番
号　

会
員
、
非
会
員
の
別
」
を
お
知

ら
せ
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
9
月
本
部
例
会
報
告

ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　
講
師
　
奥
野
　
節
子 

氏

　

今
日
お
話
し
す
る
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
で
す
が
、
私
は
2
0
0
7
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
め
て
ジ
ョ
ン
・
オ

ブ
・
ゴ
ッ
ド
に
会
っ
て
以
来
、
こ
れ
ま

で
六
回
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
の
診
療
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
1
番
新
し
い
と
こ
ろ
で
は

先
月
の
八
月
に
訪
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら
車
で
1
時

間
半
ほ
ど
の
小
さ
な
町
ア
バ
デ
ィ
ア
ニ

ア
に
彼
の
診
療
所
が
あ
り
ま
す
。

　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
：
通
称
カ
ー
サ

と
呼
ば
れ
、
こ
こ
に
は
心
や
体
の
病
を

癒
や
す
た
め
、
世
界
中
か
ら
毎
日
何
千

人
も
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
医
師

か
ら
も
見
放
さ
れ
た
ガ
ン
が
治
っ
た
、

あ
る
い
は
失
明
寸
前
だ
っ
た
人
が
目
が

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ
う

な
奇
跡
の
話
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
翻
訳
者
で
す
の
で
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
科
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
お
話

し
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
地
を
数
多
く
訪

問
し
た
者
と
し
て
、
写
真
や
ビ
デ
オ
を

交
え
な
が
ら
、
現
地
で
経
験
し
た
ヒ
ー

リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
本
日
は
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
話
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
す
が
、
ま

ず
前
半
は
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
と

は
ど
ん
な
人
物
か
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
の
体
を
借
り
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

行
う
「
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
と
は
ど
ん

な
存
在
か
、
カ
ー
サ
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
の

背
景
に
あ
る
「
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
」
と

い
う
考
え
方
は
ど
ん
な
も
の
か
、
カ
ー

サ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
聖
な
る
三
角

形
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
続
い
て
カ
ー
サ

で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
受
け
る
ま
で
の
行
程

●❺ ●



に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

後
半
で
は
先
月
カ
ー
サ
で
購
入
し
ま

し
た
新
し
い
紹
介
の
D
V
D
を
お
見
せ

致
し
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
は
本
名
を

ジ
ョ
ア
ン
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
・
ダ
・
フ

ァ
リ
ア
と
い
い
ま
す
。
彼
は
カ
ト
リ
ッ

ク
の
貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
、
教
育
は

小
学
校
2
年
生
ま
で
し
か
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
今
で
も
読

み
書
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
初
め
て
ヒ
ー

リ
ン
グ
を
行
っ
た
の
は
わ
ず
か
16
歳
の

の
と
き
で
、
仕
事
を
探
し
に
行
っ
た
カ

ン
ポ
ク
ラ
ン
テ
と
い
う
町
で
し
た
。

　

空
腹
で
ふ
ら
ふ
ら
と
水
際
に
行
っ
た

と
き
、
美
し
い
女
性
に
呼
び
止
め
ら
れ
、

後
に
そ
れ
は
聖
リ
タ
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
と

判
っ
た
の
で
す
が
、
ス
ピ
リ
テ
ィ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
に
連
れ
て
い
か
れ
ま
す
。
そ

こ
に
着
い
た
と
き
、
あ
ま
り
の
空
腹
で

失
神
し
て
し
ま
い
ま
す
。
目
覚
め
る
と

失
神
中
に
ソ
ロ
モ
ン
王
が
入
り
込
み
、

50
人
以
上
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
指
導
霊
で
あ
る
エ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
か
ら
教
え
と
導
き
が
与
え
ら
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
中
を
旅
し
て
病
人
を
癒
や
し
、

“
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン
”
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
デ
ィ
ア

ム
と
い
う
の
は
、
霊
媒
師
と
い
う
意
味

で
す
。

　

1
9
7
9
年
に
は
ヒ
ー
リ
ン
グ
に
専

念
す
る
た
め
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家（
通

称
カ
ー
サ
）
を
設
立
し
、
そ
れ
以
来
今

も
無
料
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま

す
。
世
界
で
現
存
す
る
ヒ
ー
ラ
ー
の
中

で
最
強
と
言
わ
れ
、
エ
イ
ズ
、
ガ
ン
、

失
明
者
、
脊
椎
障
害
、
統
合
失
調
症
、

鬱
病
な
ど
、
様
々
な
病
気
を
癒
や
し
て

き
ま
し
た
。

　

一
例
と
し
て
は
ペ
ル
ー
の
フ
ジ
モ
リ

元
大
統
領
の
腕
の
筋
萎
縮
症
と
息
子
さ

ん
の
精
神
障
害
を
治
し
て
、
ペ
ル
ー
政

府
か
ら
名
誉
勲
章
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で

有
名
な
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
司
会
者
で
あ
る

オ
ペ
ラ
ウ
イ
ン
フ
リ
ー
も
カ
ー
サ
を
訪

問
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
を
作
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
中
に
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
こ
の
2
、
3
年
か
な
り
訪
問

客
が
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
ジ
ョ
ン
・

オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
本
人
の
態
度
は
ま
っ
た

く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

水
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
カ
ー
サ
の

仕
事
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
で

は
自
分
で
車
を
運
転
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
ポ
サ
ダ
（
宿
泊
施
設
）
に
食
事
に
来

た
り
、
他
の
お
店
を
訪
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
彼
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
掛
け

る
と
気
軽
に
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
た
り
、

握
手
し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

　

去
年
滞
在
し
た
と
き
に
は
、
私
た
ち

が
宿
泊
し
た
ポ
サ
ダ
に
夕
食
時
間
も
終

わ
っ
た
頃
に
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

が
や
っ
て
き
て
、
私
た
ち
が
食
べ
た
残

り
の
も
の
で
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
、
申
し
訳
な
い
と
思
っ
た

く
ら
い
で
す
。
で
も
そ
の
と
き
に
、
挨

拶
に
行
く
と
に
こ
や
か
に
対
応
し
て
く

れ
て
、
握
手
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

彼
の
口
癖
が「
治
療
し
て
い
る
の
は

神
で
あ
っ
て
、
自
分
は
誰
も
癒
や
し
て

い
な
い
」と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
ま

っ
た
く
そ
の
通
り
で
、
け
っ
し
て
奢
ら

ず
非
常
に
親
し
み
や
す
い
印
象
で
す
。

　

で
は
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
は
ど
ん
な

存
在
か
?
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

の
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
重
要
な
の
は
、
エ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
霊
的
存
在
で

す
。
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
中
に
は
、
過

去
に
医
療
に
携
わ
っ
た
医
師
も
い
れ
ば
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
指
導
者
、
聖
職
者

な
ど
も
い
て
、
そ
の
数
は
現
在
お
よ
そ

38
人
で
す
。
彼
ら
が
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
の
体
を
借
り
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
間
、

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
意
識
は
ま

っ
た
く
無
く
な
り
、
こ
れ
を「
フ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
・
ミ
デ
ィ
ア
ム
」と
い
う
の
で
す

が
、
そ
の
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
ジ
ョ

ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
は
ま
っ
た
く
覚
え

て
い
ま
せ
ん
。

　

カ
ー
サ
の
メ
イ
ン
ル
ー
ム
に
飾
っ
て

あ
る
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
絵
が
あ
り
ま

す
。
聖
リ
タ
、
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ペ

ン
テ
ィ
ア
ー
ド
医
師
、
ジ
ョ
ゼ
・
バ
ル

デ
ィ
ビ
ー
ノ
医
師
、ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
・

ア
ル
メ
イ
ダ
医
師
、
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
・

デ
・
ロ
ヨ
ラ
、
オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス

医
師
、
聖
フ
ラ
ン
シ
シ
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

と
な
り
ま
す
。

　

で
は
も
う
少
し
代
表
的
な
エ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
：
1

9
4
1
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
地
方

の
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
軍
隊

に
入
隊
し
、
戦
い
で
脚
が
不
具
に
な
り

ま
す
。
療
養
中
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

書
物
に
目
覚
め
、
人
生
の
後
半
は
そ
の

探
求
に
捧
げ
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
設
立
し

ま
し
た
。
イ
グ
ナ
チ
オ
は
、
お
祈
り
、

瞑
想
、
内
省
を
取
り
入
れ
た「
霊
操
」と

い
う
自
己
教
育
法
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

体
を
鍛
え
る
の
が
体
操
な
ら
、
霊
魂
を

磨
い
て
訓
練
す
る
の
が
、
霊
操
で
す
。

　

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
は
霊
操
を
実
践

す
る
場
所
で
す
。
毎
年
彼
の
誕
生
日
に
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は
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン
の
中
に
聖

イ
グ
ナ
チ
オ
が
入
り
込
み
ま
す
。
聖
イ

グ
ナ
チ
オ
が
入
る
と
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ

ョ
ア
ン
は
脚
を
引
き
ず
り
、
深
い
蒼
色

の
眼
に
変
わ
り
ま
す
。

◎
聖
フ
ラ
ン
シ
シ
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
：
イ

ン
ド
諸
国
と
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝

道
者
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
1
5
5
2

年
に
亡
く
な
り
、
埋
葬
後
3
度
に
渡
っ

て
遺
体
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
医
師
や
聖

職
者
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

遺
体
は
元
の
ま
ま
で
し
た
。

　

1
6
1
4
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
は
ザ
ビ

エ
ル
の
右
手
を
切
断
し
、
ロ
ー
マ
に
持

っ
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
現
在
ロ
ー
マ
の
教
会
に
安
置
さ
れ

て
い
る
ザ
ビ
エ
ル
の
右
手
の
写
真
で
す
。

今
は
カ
ー
サ
に
は
な
い
の
で
す
が
、
2
、

3
年
前
ま
で
、
こ
れ
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ザ
ビ
エ
ル
は
右
手
で
洗
礼
の
儀
式
を

行
い
、
病
人
を
癒
や
し
、
奇
跡
を
起
こ

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
話
を

聞
い
た
と
き
、
私
は
ザ
ビ
エ
ル
は
歴
史

で
習
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま

し
た
。

◎
ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
医

師
：
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
で
1
番
多
く

現
れ
ま
す
。
前
世
で
軍
隊
に
い
た
こ
と

も
あ
れ
ば
、
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ア
ウ
グ
ス
ト
医
師
が
ミ
デ
ィ

ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン
に
入
る
と
、
権
威
的

態
度
が
見
ら
れ
、
秩
序
と
尊
敬
を
要
求

し
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

◎
ジ
ョ
ゼ
・
バ
ル
デ
ィ
ビ
ー
ノ
医
師
：

ア
ウ
グ
ス
ト
医
師
と
並
ん
で
、
よ
く
現

れ
ま
す
。
優
し
く
思
い
や
り
が
あ
り
、

愛
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ル
デ
ィ
ビ

ー
ノ
医
師
が
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ジ
ョ
ア
ン

に
入
る
と
、
マ
ヒ
の
患
者
を
治
療
す
る

パ
ワ
フ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
彼
が
手
で
触
れ
て
、
歩
く
よ

う
に
命
令
し
、
奇
跡
的
な
ヒ
ー
リ
ン
グ

が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
ソ
ロ
モ
ン
王
、
オ
ズ
ワ

ル
ド
・
ク
ル
ス
医
師
な
ど
が
い
て
、
こ

こ
数
年
は
さ
ら
に
新
し
い
エ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
が
現
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
肉
体
を
持
た
な
い
ス
ピ
リ
ッ
ト
た
ち

は
私
た
ち
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
提
供
す
る

と
い
う
使
命
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
世
界
で
エ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
自
身
が
進
化
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
考
え
は
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
の
教

義
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
ス
ピ
リ
テ
ィ

ズ
ム
と
は
何
か
?
で
す
が
、
ス
ピ
リ
テ

ィ
ズ
ム
の
提
唱
者
は
19
世
紀
前
半
に
活

躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ラ
ン
・
カ
ル

デ
ッ
ク
で
す
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、

1
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
我
々
が
「
肉
体
を

　

持
つ
以
前
」
も
「
肉
体
を
離
れ
た
後
」

　

も
存
在
す
る

2
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
不
滅
で
あ
る

3
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
再
生
す
る

4
．
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
生
身
の
人
間
は
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ
る

　

特
に
霊
媒
師
を
介
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
可
能
で
あ
る

　　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
心
霊
治
療
家
は
特
定
の
霊
的
存
在

の
指
導
を
受
け
て
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
町
に
は
、

ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
の
集
会
所
が
沢
山
有

り
、
平
日
で
も
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
毎
日
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ（
一
種
の
手
当
療
法
）

が
無
料
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
カ
ー
サ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
聖
な
る
三
角
形 

」に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
カ
ー
サ
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
入

る
と
、
ス
テ
ー
ジ
の
真
ん
中
の
壁
に
大

き
な
三
角
形
が
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
三
角
形
の
底
辺
の
と
こ

ろ
に
は
、
お
祈
り
や
お
願
い
事
を
書
い

た
紙
や
写
真
が
沢
山
は
さ
ま
れ
て
い
ま

す
。
三
角
形
は
カ
ー
サ
の
シ
ン
ボ
ル
で
、

底
辺
が「
慈
善
＝
困
っ
て
い
る
人
に
奉
仕

知
る
こ
と
」、
右
の
辺
が「
愛
＝
自
分
を

愛
し
、
他
人
に
も
愛
を
与
え
る
こ
と
」、

左
の
辺
は「
信
じ
る
こ
と
」を
意
味
し
ま

す
。
こ
の
3
つ
の
言
葉
が
カ
ー
サ
で
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
経
験
す
る
た
め
に
重
要
な

こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
三
角
形

の
と
こ
ろ
で
皆
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま
す
。

三
角
形
で
祈
っ
た
だ
け
で
、
奇
跡
が
起

こ
っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

カ
ー
サ
で
の
治
療
は
、
人
が
列
に
並

ん
だ
段
階
か
ら
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
ヒ

ー
リ
ン
グ
を
始
め
て
い
る
の
で
、
も
っ

と
言
え
ば
人
が
自
分
の
国
で
カ
ー
サ
に

行
こ
う
と
決
心
し
た
時
か
ら
導
き
が
始
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ま
っ
て
い
る
の
で
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

ゴ
ッ
ド
の
前
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
数
秒

間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
治
療
が
終
了

し
て
い
る
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
返
答

を
も
ら
っ
た
場
合
で
も
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

終
わ
る
と
最
後
に
カ
ー
サ
の
ス
ー
プ
を

飲
ん
で
か
ら
ポ
サ
ダ
に
戻
り
ま
す
。

　

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
前
に
行

っ
て
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
会
う
と
、
た

い
て
い
の
場
合
は
手
術
か
、
カ
レ
ン
ト

ル
ー
ム（
自
発
的
な
瞑
想
）か
、
ハ
ー
ブ

（
個
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
し
た
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ
ー
）
な
ん
で
す
ね
。

　

手
術
の
場
合
は
当
日
か
翌
日
、
手
術

の
ラ
イ
ン
に
並
び
ま
す
。
手
術
は
目
に

見
え
な
い
手
術（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）と

目
に
見
え
る
手
術（
フ
ィ
ジ
カ
ル
）が
あ

り
ま
す
。
前
者
は
治
し
た
い
箇
所
か
、

複
数
の
箇
所
を
治
し
た
い
と
き
は
胸
に

手
を
当
て
て
待
っ
て
い
る
と
、
霊
媒
師

か
ら
10
～
15
分
位
祈
り
の
言
葉
を
受
け

ま
す
、
後
者
は
①
鼻
に
柑
子
を
つ
っ
こ

む
②
眼
を
削
る
③
腕
や
腹
を
一
部
切

開
す
る
、
の
3
種
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
同
等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
後
半
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
撮
影
し
た

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
の
ヒ
ー
リ
ン

グ
の
D
V
D
動
画
を
放
映
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
八
九
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告
訂
正

よ
み
が
え
る
日
本
・
古
事
記
以
前

の
く
に
の
姿

　
　
　
　
講
師
　
平
岡
　
憲
人 

氏

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
11
、
12
月
号
」

の
報
告
で
使
わ
れ
た
8
、
9
頁
の
図
版

5
枚
に
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

以
下
の
「
ヲ
シ
テ
文
字
」
の
5
枚
と

差
し
替
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
九
〇
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

放
射
能
分
解
理
論
の
発
見
と
可
能

技
術
の
数
々

　
　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

と
き　
　

平
成
26
年
7
月
19
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

高
尾
氏
は
1
9
4
3
年
福
岡
生
ま
れ
。

1
9
9
6
年
九
州
大
学
工
学
部
化
学

機
械
工
学
科
卒
、
2
0
0
7
年
九
州
大

学
定
年
退
官
。
現
在
、
数
社
の
技
術
顧

問
。
著
書『
脳
内
パ
ラ
ダ
イ
ム
革
命
が
も

た
ら
す
新
し
い
宇
宙
生
命
像
』、『
新
時

代
を
拓
く
量
子
水
学
説
』、
分
担
執
筆

『
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
い
つ
完
成
す
る
の

か
』、明
窓
出
版（
2
0
1
3
）な
ど
多
数
。

高
尾

※
１

が
提
唱
す
る
量
子
水
学
説
は
、

も
と
も
と
放
射
能
の
分
解
を
意
図
し
て

構
成
さ
れ
た
理
論
で
は
な
い
。
九
州
大

学
在
職
中
、
多
く
の
水
の
改
質
機
能
技

術
を
見
聞
す
る
中
で
、
水
中
で
は
微
量

な
が
ら
原
子
転
換
が
常
温
常
圧
で
自
然

に
起
き
て
い
る
事
実
を
突
き
止
め
、
そ

れ
を
科
学
的
に
説
明
す
る
た
め
に
弁
証

法
的
物
神
一
元
論
と
い
う
新
し
い
哲
学

的
礎
の
も
と
で
体
系
化
さ
れ
た
現
象
論
、

実
体
論
、
本
質
論
か
ら
な
る
新
し
い
学

説
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
1
年
の
3
・
11

震
災
に
伴
う
福
島
原
発
事
故
が
起
き
放

射
能
汚
染
問
題
が
突
発
し
、
徐
染
に
有

効
な
手
だ
て
は
な
い
も
の
か
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
。
そ
こ
で
、
常

温
常
圧
で
自
然
に
原
子
転
換
が
起
き
る

水
の
改
質
機
能
化
技
術
を
持
っ
て
す
れ

ば
そ
れ
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
新
技
術
を
開
発
さ
れ
た
方
々

に
現
地
福
島
で
放
射
能
徐
染
実
験
を
行

う
よ
う
呼
び
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
殆

ど
の
方
々
か
ら
「
放
射
能
が
低
減
で
き

た
」
と
い
う
報
告
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
に

励
ま
さ
れ
て
放
射
能
問
題
に
理
論
、
実

験
の
両
面
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
従

来
科
学
の
成
果
を
発
展
的
に
継
承
し
た

新
し
い
放
射
能
分
解
理
論
を
発
見
し
地

表
面
空
間
線
量
な
ど
放
射
能
分
解
デ
ー

タ
を
科
学
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

※
２

。

1
．
放
射
能
分
解
理
論
の
発
見

従
来
科
学
は
常
温
常
圧
で
自
然
に
起

き
る
原
子
転
換
を
否
定
し
、
異
端
視
、

排
斥
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
従

来
科
学
自
身
が
つ
き
と
め
て
い
る
別
の

事
実
や
考
え
方
と
矛
盾
し
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
素
粒
子
の
中
で
唯
一
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
と
い
う
素
粒
子
が
作
用
す
れ

ば
原
子
番
号
が
プ
ラ
マ
イ
1
変
化
す
る

原
子
転
換
が
自
然
に
起
こ
り

※
３

、
半
減

期
に
関
わ
り
放
射
性
元
素
は
寿
命
が
来

れ
ば
非
放
射
性
元
素
に
自
然
に
原
子
転

換
す
る

※
４

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
従
来
科
学

は
半
減
期30.17

年
と
い
う
原
子
番
号

55
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
137（55Cs137

）

は
、
ベ
ー
タ
線
（
β
）
や
ガ
ン
マ
（
γ
）

線
を
放
射
し
て
原
子
番
号
が
56
の
バ
リ

ウ
ム
（56Ba137
）
に
な
る
と
の
観
測

事
実
ま
で
突
き
止
め
て
い
る

※
４

。

こ
れ
は
原
子
転
換
に
よ
る
化
学
転
換

と
と
ら
え
る
べ
き
で
、
こ
の
よ
う
な
原

子
転
換
を
可
能
に
す
る
素
粒
子
は
100
種

を
超
え
る
素
粒
子
の
う
ち
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
し
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
正
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
（
ν
）
が
作
用
す
る
と
原
子

番
号
が
1
つ
多
い
プ
ラ
ス
の
原
子
ラ
ジ

カ
ル
に
転
換
さ
れ
、
電
子
（
e−
）、
す

な
わ
ち
ベ
ー
タ
（
β
）
線
が
電
荷
保
存

的
に
発
生
し
、
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
（
ν
）

が
作
用
す
る
と
原
子
番
号
が
1
つ
少
な

い
マ
イ
ナ
ス
の
原
子
ラ
ジ
カ
ル
に
転
換

さ
れ
、
陽
電
子
（
e+
）
が
電
荷
保
存
的

に
発
生
し
、
電
子
と
陽
電
子
が
衝
突
す

れ
ば
ガ
ン
マ
（
γ
）
線
が
発
生
す
る
か

ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
現
代
物
理
学
は
、
真
空
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
お
り
正
、
反
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
や
電
子
、
陽
電
子
な
ど
の

正
、
反
粒
子
が
対
発
生
・
対
消
滅
す
る

と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
起
き

る
前
・
後
の
状
態
は
ゼ
ロ
に
な
る
の
で
、

そ
れ
は
虚
・
実
境
界
域
の
ゼ
ロ
点
で
起

き
る
と
い
う
こ
と
を
暗
に
含
ん
で
い
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
科
学

の
放
射
性
物
質
の
寿
命
崩
壊
論
に
は
ゼ

ロ
点
生
滅
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
潜
ん
で

い
る
。
そ
れ
故
、
人
工
的
に
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
を
ゼ
ロ
点
生
滅
さ
せ
る
技
術
が
あ

れ
ば
放
射
性
物
質
は
自
然
に
起
き
る
原

●❾ ●
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子
転
換
で
化
学
的
に
分
解
で
き
る
こ
と

に
な
る
。

2
．
放
射
能
分
解
可
能
技
術
の
数
々

そ
の
要
請
に
答
え
ら
れ
る
技
術
は
数

多
く
あ
る
。

一
つ
に
は
、
ナ
ノ
テ
ク
技
術
が
あ
る
。

フ
ル
ボ
酸
、
竹
炭
、
燃
え
な
い
高
機
能

炭
、
セ
ラ
ッ
ク
ス
M
や
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

炭
素

※
５
、
※
６

な
ど
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、

ν
G7
水
、
エ
ネ
カ
水
、
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水

な
ど
の
改
質
機
能
化
水
、
微
泡
、
微
小

水
滴
、
微
粒
子
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
。

高
温
高
圧
で
焼
成
し
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
中
の
珪
酸
や
珪
酸
塩
は
、
図
1
に
示

す
ナ
ノ
結
晶
構
造
を
し
て
い
る
。
珪
酸

は
正
四
面
体
構
造
（
二
次
元
で
は
正
三

角
形
）、
珪
酸
塩
は
珪
酸
が
六
角
形
状
に

集
積
し
た
構
造
（
二
次
元
で
は
六
芒
星

型
）
で
、
そ
の
中
心
に
微
小
な
結
晶
孔

（
薄
緑
色
）
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
な
ど
の
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

渦
巻
い
て
湧
く
。

図
2
、
3
、
4
に
微
泡
、
微
小
水
滴
、

微
粒
子
か
ら
湧
く
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど

量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
証
写
真
を
示
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

な
ど
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
渦
巻
い
て
湧

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
1

　 

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
含
有
珪
酸
、
珪

酸
塩
の
ナ
ノ
結
晶
構
造

ナ
ノ
テ
ク
技
術
に
位
置
す
る
放
射

能
分
解
実
験
の
事
例
と
し
て
、
河
尻

ら
※
５
、
※
６

が
現
地
福
島
で
2
0
0
0
坪

の
放
射
能
汚
染
原
野
で
行
っ
た
セ
ラ
ミ

ッ
ク
炭
素
の
埋
設
結
界
実
験
が
あ
る
。

図
5
、
6
に
実
験
結
果
を
示
す
。
す
な

わ
ち
、
0 .5
ト
ン
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
素
を

20
m
四
方
の
4
箇
所
と
中
心
1
箇
所
、

図
2

　
微
泡（
水
中
で
青
白
い
閃
光
に
）

図
3
水
滴（
表
面
の
針
状
突
起
白
色
光
）

図
4

　
珪
酸
塩
コ
ロ
イ
ド
粒
子

計
5
箇
所
に
計
2 .5
ト
ン
埋
設
し
た
。

30 

m
径
の
八
角
形
内
の
8
ラ
イ
ン
上
に

中
心
を
含
め
る
と
計
4
点
の
計
測
地
点

を
設
け
地
表
空
間
線
量
を
計
測
し
た
。

そ
の
結
果
、
3
～
4
μSv/h

の
地
表

放
射
線
量
が
約
半
年
で
半
減
す
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
、
結
界
域
の
10
倍
に
あ

た
る
200 

m
先
ま
で
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

二
つ
に
は
、
微
生
物
技
術
が
あ
る
。

微
生
物
は
常
温
常
圧
で
自
然
に
原
子

転
換
を
起
こ
す
能
力
を
持
つ
こ
と
が
1

9
7
5
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
受
賞



図
5

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
素
の
埋
設
結
界

位
置
と
地
表
面
空
間
線
量
計
測
地
点

図
6

　
空
間
地
表
面
線
量
の
経
日
変
化

候
補
者
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
ケ
ル
ブ

ラ
ン
に
よ
り
経
験
的
に
主
張
さ
れ
、
高

尾
の
量
子
水
学
説
に
よ
り
科
学
的
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
微
生
物
技

術
を
駆
使
し
た
実
験
事
例
と
し
て
、

1
．
田
崎
和
恵
金
沢
大
学
名
誉
教
授
や

2
．
高
島
康
豪
博
士
な
ど
に
よ
る
現
地

実
験
が
あ
る
。

高
嶋
は
複
合
微
生
物
発
酵
技
術
を
用

い
た
2
ヶ
月
半
の
現
地
実
験
で
、
対
照

区
で
地
表
面
放
射
線
量
が
増
加
す
る
中

で
も
、
試
験
区
で
は
そ
の
増
加
分
を
含

め
て
大
き
く
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
確
か

め
て
い
る
。
E
M
菌
、
N
B
菌
な
ど
も

現
場
で
使
用
さ
れ
除
染
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。

三
つ
に
は
、
永
久
磁
石
活
用
技
術
が

あ
る
。

永
久
磁
石
は
ゼ
ロ
場
で
は
な
い
が
ゼ

ロ
磁
場
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
な
ど
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
滅

す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
技
術
事
例
と
し
て
、
渡
部
の

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
ゼ
ロ
場
転
換
浄
水
器
、

上
森
の
ネ
オ
ガ
イ
ア
や
テ
ラ
フ
ァ
イ
ト

器
具
、
ま
た
、
八
重
樫
の
通
気
口
に
永

久
磁
石
を
配
し
た
燃
料
不
要
の
廃
棄
物

分
解
装
置
が
あ
る
。
燃
料
不
要
の
廃
棄

物
分
解
装
置
を
用
い
た
実
験
で
は
、
汚

染
杉
皮
パ
ー
ク
の
放
射
能
が
60
～
70
%

分
解
で
き
る
と
の
実
験
デ
ー
タ
が
あ
る
。

四
つ
に
は
、
広
範
囲
の
酵
素
触
媒
技

術
が
あ
る
。

高
尾

※
１
、
※
２

の
量
子
水
学
説
は
、
武

谷
三
段
階
論
を
発
展
的
に
継
承
し
現
象

論
、
実
体
論
、
本
質
論
の
三
つ
か
ら
な

る
。
そ
の
本
質
論
で
は
、
従
来
科
学
が

不
問
に
付
し
て
き
た
酵
素
触
媒
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
本
質
が
、
酵
素
・
触
媒
素
材
の

ナ
ノ
結
晶
構
造
や
化
学
構
造
に
波
動
共

鳴
し
て
そ
れ
ら
の
中
心
の
ゼ
ロ
点
か
ら

渦
巻
い
て
生
滅
す
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な

ど
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
が
科

学
的
に
突
き
止
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
実
験
事
例
の
一
つ
に
、
小
原
の

現
地
福
島
の
放
射
能
汚
染
水
田
で
の
実

験
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
之
後
の
開

発
し
た
酵
素
液
を
200
倍
に
希
釈
し
た
水

溶
液
を
反
当
た
り
450
リ
ッ
タ
ー
、
噴
霧

散
布
し
て
地
表
面
放
射
線
量
を
計
測
し

た
。
図
7
に
地
表
面
空
間
線
量
の
計
測

結
果
を
示
す
。
8
つ
の
広
域
試
験
区
で

4
～
5
μSv/h

の
地
表
面
空
間
線
量
が

約
二
週
間
後
に
は
1
／
10
以
下
に
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
つ
に
は
、
特
定
の
絵
画
や
図
像
を

描
き
、
珪
酸
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
封

入
し
た
波
動
器
具
が
あ
る
。
安
藤
が
製

作
し
て
い
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
「
こ
づ

ち
」
や
「
ミ
ロ
ク
」
あ
る
い
は
上
野

※
７

の
「
7
龍
神
図
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

絵
画
に
描
か
れ
た
准
正
32
面
体
な
ど

の
図
象
や
日
本
画
を
描
く
時
の
使
う
絵

の
具
の
素
材
に
触
媒
活
性
の
高
い
物
質

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
ゼ
ロ
場
が
形
成

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
な
ど

量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
渦
巻
い
て
生
滅
す

る
。　上

野
※
７

は
、
河
尻
の
20
m
結
界
埋
設

法
を
導
入
し
て
現
地
福
島
の
放
射
能
汚

染
水
田
で
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

た
「
7
龍
神
図
」
の
埋
設
結
界
実
験
を

行
っ
た
。

　

図
8
、
9
に
そ
の
実
験
系
と
実
験
結

果
を
示
す
。
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
た
黄
金
色
の
「
7
龍
神
図
」
を
4
隅

に
埋
設
し
、
そ
の
4
箇
所
の
青
色
で
示

す
4
点
（a,c,g,i

）
と
緑
色
で
示
す
5
点

（b,d,e,f,h

）、
計
9
点
で
地
表
面
空
間

線
量
を
計
測
し
た
。
こ
の
よ
う
に
計
測

し
た
9
点
の
平
均
放
射
能
は
、
赤
色
の

太
線
で
示
す
よ
う
に
、
当
初
2
μSv/h

だ
っ
た
が
、
23
日
後
に
は
1 .5
μSv/h

に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
減
少
に
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
図

10
に
示
す
よ
う
に「
7
龍
神
図
」の
黄
金

●� ●
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色
部
分
が
青
色
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
伺
え
る
。
相
前
後
す
る
が
、
こ

の
こ
と
は
、
図
11
に
示
す
よ
う
に
図

5
、
6
に
示
す
河
尻
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭

素
の
埋
設
実
験
系
で
も
確
か
め
ら
れ

た
。
青
色
変
化
は
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
反
応

の
兆
候
を
示
す
特
徴
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

な
お
、
こ
の
種
の
講
演
発
表
は
、
日

本
物
理
学
会

※
５

、
環
境
放
射
能
徐
染

学
会

※
６
、
※
７

で
も
行
っ
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

【
引
用
文
献
】

※
１　

高
尾
征
治
：『
宇
宙
生
命
三
都

物
語
』、pp.1-414

、Eco
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
（2013

）

※
２　

高
尾
征
治
：『
新
時
代
を
拓
く

量
子
水
学
説
』、pp.1-454

、Eco
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
（2014

）

※
３　

日
本
物
理
学
会
編
：『
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
と
重
力
波
』、pp.1-257

、
裳

華
房
（1997

）

※
４　

桜
井　

弘
：『
元
素111

の
新
知

識
』、p.249

、
講
談
社
（2006

）

図
8
「
7
龍
神
図
」
埋
設
結
界
位
置

図
9
「
7
龍
神
図
」
埋
設
結
界
に

　
　
　
よ
る
地
表
面
線
量
の
減
少

図
10
「
7
龍
神
図
」
埋
設
結
界
の

　
　
　
　
黄
金
色
の
青
色
変
化

図
11
　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
炭
素
梱
包
白
色
布

　
　
　
袋
の
青
色
変
化

● �●

図
7

　
O
J
S
混
合
液
体
散
水
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
放
射
能
除
染（
農
地
除
染
の
経
日
変
化
）

μ
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※
５　

高
尾
征
治
：「27aX

E-4　

放
射

性
元
素
の
寿
命
崩
壊
論
に
潜
む
ゼ
ロ
点

生
滅
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
技
術
事
例
」、
日

本
物
理
学
会
第
68
年
会
講
演
概
要
集
、

（
2
0
1
3
年
3
月
27
日
、
広
島
大
学
）

※
6　

高
尾
征
治
：「
放
射
性
元
素
の

寿
命
崩
壊
論
に
潜
む
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
ゼ

ロ
点
生
滅
と
技
術
事
例
」、
環
境
放
射

能
除
染
学
会
第
2
回
研
究
発
表
会
要
旨

集
、p.41

（
2
0
1
3
年
6
月
5
日
、

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀（
東
京
））

※
7　

上
野
未
央
・
高
尾
征
治
：「
絵
画

「
7
龍
神
図
」の
埋
設
結
界
に
よ
る
放
射

能
分
解
実
験
」、
環
境
放
射
能
除
染
学

会
第
2
回
研
究
発
表
会
要
旨
集
、p.171

（
2
0
1
3
年
6
月
5
日
、
タ
ワ
ー
ホ
ー

ル
船
堀（
東
京
））（
以
上
高
尾
氏
）

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

現
代
物
理
学
で
は
否
定
さ
れ
て
い
る

原
子
転
換
の
可
能
性
に
つ
い
て
理
論
的

に
、
ま
た
実
験
的
に
示
さ
れ
た
。

こ
の
技
術
が
今
後
早
め
に
常
識
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
21
名
合
計
36
名
で
し
た
。
今
回
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円
で
す
。

事
務
局
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

ま
で
（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
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《本部月例会・全国大会講演録の販売》

本部月例会・全国大会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子wma）なので、聞
くためには「CD、DVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間
は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、やはり会場の
スピーカー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取
れます。当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

講演録の代金は1回分2,000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」
で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・
パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と
金額（1回分2,000円）を記入し、郵便振替口座  00100-2-15344　加入者名  日本サイ科学会
にお振込願います。

あるいは、メールで先に事務局 office21@psij.mail-box.ne.jp に注文されても結構です。

2010/10/10 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14 赤松瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12 井出治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか?」
2011/ 9/10 鈴木俊輔氏「3・11新文明の幕開け～日本人の使命～」
2011/10/ 9 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14 ミッツィ植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」
2012/ 5/12 徳永康夫氏「命とソマチットと般若心経の探検」
2012/ 6/10 松永修岳氏「密教開運術『強運の成長戦略提言～氣を高めれば運はやってくる～』」
2012/ 7/14 中島敏樹氏「水と珪素の集団リズム力」
2012/ 9/ 8 ホンマシュウジ氏「 未曽有の天災・人災を目の当たりにして、サイ科学は何が

できるのか⁉」
2012/10/14 第22回全国大会　シンポジウムテーマ「コンタクト」
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2012/11/10 藤森博明氏「気（生命エネルギー）の実在と能力」
2013/ 1/12 志賀一雅氏「α波のコヒーレンシーについて」
2013/ 2/ 9 宇治橋泰志氏「疾病を根本から改善する新治療法を求めて」
2013/ 4/13 大野百合子氏「 宇宙図書館（アカシックレコード）から見た世界の仕組みと私たち

−あなたは誰なのか−」
2013/ 5/11 浪平博人氏「イメージによる瞬間教育」
2013/ 6/ 9 松原秀樹氏「アレルギーを治す秘訣」
2013/ 7/13 酒向猛氏「千島学説を知るために」
2013/ 9/14 奥野節子氏「ブラジルの奇跡のヒーラー　ジョン・オブ・ゴッド」
2013/10/13 第23回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと自然治癒力」
2013/11/ 9 小久保秀之氏「生体センサによるサイ研究−超能力研究の最前線」
2014/ 1/11 小川博章氏「魂の発見」
2014/ 4/12 西川眞知子氏「 生命の智恵　アーユルヴェーダ　−アーユルヴェーダから見る

生命のすばらしさ−」
2014/ 5/10 岩根和郎氏「般若心経とサイ科学」
2014/ 6/ 8 秦西平氏「気超科学と宇宙生命哲学　新病気学」
2014/ 7/12 小林信正氏「ラップ現象の究明～オーブとの関連性について～」
2014/ 9/13 石川允朗氏「死後の世界と輪廻転生についての一考察」
2014/10/12 第24回全国大会　シンポジウムテーマ「サイと天変地異」
2014/11/ 8 坂井洋一氏「日本人は知らない！縄文日本の驚くべき真実」

響をうける。つまりサイ（気）は季節に従って流
動していくと推定した。場所が異なると（北京、
八王子、福島、長谷村など）効果に差違が生ず
る。これは、場所によってサイ（気）の存在に濃
淡がある為だろう。サイ（気）は地球上に非均質
に存在しており、しかも流動しているらしい。冬
や夏では、効果は成長遅延に作用する。好まし
い早春や春になると、サイ（気）は成長促進に転
ずる。受精卵に対しては、気（サイ）はDNAの2
重ラセン構造（水素結合）を切る､ 又は繋げる作
用が有る（気の活性化エネルギー△H=1.4eV）
ので、品質改良が期待出来そうである。水晶、
無誘導コイル､ 磁石、ピラミッド等から成る「人
工外気集積装置」を用いた福島市の実験では、
小豆類（植物）のテスト結果として、サイ（気）の
効果は、発芽率にほぼ比例して生ずる（季節によ
る波型の変動）という結果を得ている。

4．まとめ
上記を総合して判断する。オーブ（たまゆら）

とサイ（気）は、ともに、電磁波と光の間の波動
域（テラヘルツ波）。より正確には、近赤外線領
域の波動範囲内に潜んでいる。この領域は、人々
が知覚出来る五感の感覚を超えているので、肉
眼などでは見る事は出来ない。また、オーブ（た
まゆら）やサイ（気）は、物質面と意識面を兼ね備
えている（素粒子の相補性）、つまり、オーブ（た
まゆら）の出現は、人の意識に関係するので、マ
クロPKの一種であると言えよう。オーブ（たま
ゆら）とサイ（気）は、地球全体を包み込むエー
テル類似のエネルギーに関連して（空間に含有し
て、包み込まれて）存在している、と考えられる。
従って、我々の居住空間には、オーブ（たまゆら）
とサイ（気）が充満している（何時もそこに居る）
事になる。我々が、出現可能な条件を造ってや
ると、表れてくる、と推定出来そうである。
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るとは言い難いオーブ（たまゆら）とサイ（気）は、
例えて言えば、「意識と無意識の関係」の無意識
に類似していると思う。意識の母胎には無意識
層があり、意識的と思われる個人の行為には、
実は、母胎としての無意識があり、無意識的に
行われる場合が多いと言う。つまり、オーブとサ
イの母胎になっているのは、空間に充満している
と思われるエーテル類似エネルギーではないだ
ろうか。そして、意識に相当するものが、オーブ

（画像）現象並びに念力現象（光念球、念写等）
であると思う。この様に考えた理由として、本稿
等の実験がある。つまり、上述によれば、オー
ブとサイは類似しており、同類のエネルギーが
原因となって両者が出現してくると判断されるか
らである。

周知のように、真空中に充満していると仮定
されていたエーテル（古典論）は、マイケルソン、
モーリーの実験等によってその存在が否定され
た、と判断されている。しかし、｢カラッポ｣ で
あると判断されていた真空も、量子論によれば、
実は、電子と陽電子の対消滅と対発生を伴う電
子の海（ディラック）であり、負エネルギー（電子）
がぎっしり詰まっている、と判断される様になっ
てきた。他方、太陽系の星を含む（地球も）広大
な宇宙では、未知なダーク物質が約22%、未知
のダークエネルギーが74%を占めており、水素
やヘリウムなどの既知のエネルギーは約4%程度
である、という（Wikipediaなど）。そして、地球
全体をすっぽりと包み込んでいると考えられる未
知のエネルギーとエーテルの関係は、現在、依
然として不明のままである。本稿では、エーテ
ル類似エネルギーが母胎であると仮定する。

3−1）オーブの存在状態
上述のように、オーブ（たまゆら）は、夜空と

降雨（水）に関連して出現しやすい。天空に存在
している星は、何時でもそこに有る（存在の再現
性）が、昼間は、太陽光に隠れてしまい（明るさ
に負ける）、見えない。素粒子は非局所的であり、
広く拡散する性質があるので、オーブ（たまゆ
ら）も、天空に、ランダムに拡がって出現するこ
とになる。また、オーブ（たまゆら）の基形として

の巴型の大気陽陰イオン・ボール形成には、水
素イオン（陽イオン）とエアゾール（塵芥）が必要
なので、降雨や滝に関係して出現することにな
る。ここでは一例として、台北市の龍山寺の場
合（2014.10 .16）をみる。天気は晴れ、人気の少
ない堂内の天井や軒下（直射日光無し）や、屋外
の人工滝（人数小）の側にある樹木（葉）の日影で
は、写り易い。同じ人工滝でも陽が当たっている
所では出ない。そこに大勢の観光客がやって来
ると、今までは写っていた所（日影）でも、今度
は写らない。観光客の（+）と（−）の意志（意念）
が混ざり合って打ち消しあう為であろうか? 出
ない（写らない）。実測値として、観光客が押し
かける有名寺院（龍山寺本堂、山門等）や人気の
ある観光地（場所）では写らない（日本でも同様）。
他方、お祭りなど、人々の喜びの気持ち（ポジ
ティブな）が揃う所では、写りやすい。また、少
人数であっても、祈りの場には出やすい。この時、
晴天続きでエアゾールが少なく、空気成分の電
離が小で、湿度が低いと思える時は写っても極
くうすい（不明瞭）。しかし、この時、スプレーで
噴霧を造ってやると（K式スプレー、川崎利男）、
濃く写る（はっきり写る）事になる。この様に、多
くの経験から判断すると、オーブ（たまゆら）は、
何時も、何処にでも、我々のすぐ側にいるが、
出現条件が整わないので写らない（出られない）
と、判断できそうである。

3−2）サイ（気）の存在と効果
サイ（気）が仲介している、と判断出来るマク

ロPKには、多量の実験結果と考察が蓄積して
ある。上の（2−2）でも述べたが、サイ（気）は水
と親和性があり、近赤外線領域に潜んでおり、
意識に反応し、素粒子類似の性質を示している。
ここでは、主として、物理的な原因によって生起
すると判断される一例を述べる。1994～2002年
にわたって、日本（社、工業技術振興協会）と中
国（国、人体科学研究院）は共同研究を実施した。
無誘導コイルにランダム・パルス波を通電して

（陰と陽が加算して）造る零磁場（巴型ゼロ磁場）
が受精卵ならびに初生雛に与える影響を調べた

（約900個）。サイ（気）の効果は季節（環境）の影
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りの場、祝い事等）などが良い。
（2）オーブは水と親和力が高い。

小雨の降り始め時に写り易い。雨が降り始め
ると、空気の電離としての大気陰（−）イオン、大
気陽（+）イオンならびに電子が増加して、これ
にエアゾール（微細物、埃類）が加算して、オー
ブの母体（基盤）としての大気陰陽イオンボール

（プラズマボール）が形成されやすくなる。また
雲やモヤが凝固して雨（水滴）になるが、凝固に
は核が必要であり、エアゾール（微細粒子）がこ
れを分担している。雨の降り始めで、しかもエア
ゾールの多い生活活動の場で写り易くなる。し
たがって、雨が降り止んだ後や晴天が続いた後
では、写り難くなる。つまり降雨後の晴天続きで、
乾燥がすすみ、空中にエアゾールが無いと思え
る時には写らない（出現し難い）ことになる。以
上、これらの物理的原因によって出現の可否が
決められるものをオーブと呼び、これに意識要素

（サイ、気）が加算されたものを我々は「たまゆら」
と呼んでいる。

（3）オーブの出現には意識が関係する。
人の意識は、時間や空間の枠組みをこえて存

在している。つまり「気まぐれ」である。実験を
続けたところ、撮影者の呼びかけに反応したり、
御願いすると写る等、オーブ（たまゆら）は、意
識に反応するエネルギー（情報）である事が判っ
てきた。一例として、実験結果をみる。一枚、
一枚の写真に写されたオーブ（たまゆら）には、
それぞれに、ほぼ同一の円内模様（表情）、つま
り、非対称干渉縞模様、唐代の鏡状模様、マン
ダラ模様などが写されている。場所、時間、撮
影者などにより、それぞれは別々である。これは、
撮影者の撮影時の意識状態（ASC）とオーブが共
鳴・共振して（同調）して写った為である、と見
られる。意識と体外にある物質（画像）が、直接
に、情報交換する現象をマクロPK（念力）と言
う。つまり、この現象はマクロPKの一種である
事が判ってきた。

（4）オーブには、素粒子類似の性質がある。
撮影された各一枚の写真に写されたオーブ

（たまゆら）群をみると、非局所的であり、ランダ
ムに広く空間に拡散していることが判る。大き

さ（円直形）、模様、位置、ヘイロー（Halo）など
はランダムで、同一のものは見当たらない。これ
は、構成要素としての単位の微小オーブ（ロン薄
葉の、クラスターオーブ）が、素粒子類の性質を
持ち、クーロン力によって結合されて大径（大型）
オーブ（たまゆら）として撮影されている為であ
る、と判断する事が出来るだろう。

2−2）サイ（気）について
マクロPK（念力）とは、意識と体外にある物

質が、直接に相互作用する現象であり、両者を
結びつけるエネルギー（情報）をサイ（気）という。
つまり、サイ（気）は意識と密接な関係にある。
他方、マクロPKとしての実験結果（例、念写等）
には、ランダム性や非局所性等の素粒子類似の
性質が表れている。

（1）サイ（気）は水と親和力が高い。
気（サイ）を放射（放出）することの出来る能力

者に御願いして、水に手かざし処理を施して気
功水を造り、この気功水の電気伝導率を測定し
た。結果として、放射によって伝導率が高くな
るという変化が認められた。他方、無誘導コイ
ルを造り、水中でゼロ磁場を形成させて気功水
を造ったところ、気功師の造った気功水の伝導
率とほぼ同一程度の変化を得る事ができた。こ
れらの基礎実験をもとにして、水をセンサーにし
て、サイ（気）を測定する手法を開発した。そし
て、この手法を用いて分杭峠の気場等の測定を
多数実施した（1976～）。

（2）サイ（気）は近赤外線領域に潜んでいる。
水温を高くするほど気功水の電気伝導率は増

加する。そこで、これを熱活性化過程として気
（サイ）の活性化エネルギーを求めた。結果とし
て△H=32kcal/mol、（△H=1.39eV）の値を得
た（1998～2004）。これは近赤外線領域の波動

（エネルギー）を意味している。つまりサイ（気）は
オーブと同様に、近赤外線領域に潜んでいる事
がわかった。なお、この領域（テラヘルツ波）は
非可視であり、五感では感知出来ない。

3．オーブとサイの関係と存在
現在のところ、存在と再現性が保証されてい
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が可能ならば、虚数宇宙と直結し、虚数×虚数
=実数というカラクリがあるのだろうと推定する。
つまり虚数の織り成すシナジー効果がキーポイン
トであろうと思われる。

PSI 科学の意味
米国、ロシア、中国などの大国のPSI研究は

軍事的色彩を帯びており、国家の防衛費がバッ
クにあるが、ニッポンの場合は平和目的であっ
て、民間の個人的なポケットマネーが資本であ
る。これはニッポンのPSI研究者側からすれば
不平不満の種であろうが、私はニッポンではこ
れでいいのではないかと思う。最新の機械を装
備して実験はできないし、PSIがまだ科学領域と
しては認知されていないニッポンでは、真面目に
研究すればするほどトンデモ扱いにされてしまう
のが落ちである。日本サイ科学会やサトルエネ

ルギー学会で発表される科学論文も数百万から
数千万の予算がつけば、おそらくは大国のPSI
研究に匹敵するか、否それ以上の論文になるに
違いない。ただ機械や装置が科学するのではな
く、その核心は科学者の極めてピュアな好奇心
に委ねられているのである。つまり阿呆な科学
者はどんな精密な機械や装置を使ったとしても、
お金かけた阿呆な研究しかできないのであると
いうのが真相 ! PSI研究は宇宙・生命・進化の
問題を解明する際に鍵となる分野であり、軍事
利用ではなく平和目的で研究するニッポンの姿
勢は<負けるが勝ち>的なラッキーな状況にある
ものと思える。日本サイ科学会は確かに貧乏学
会ではあるが、平和目的と純粋な科学的好奇心
で推進しているという意味では世界でも誇りうる
稀な学会であるといえる。

1．はしがき
オーブ（たまゆら）は、デジタルカメラで撮影し

た画面（CCD）にノイズ（画像）として写り込んで
くる。不思議なことに、意識に反応し、素粒子
類似の性質を持っている。他方サイ（気）は、体
外にある物質と意識を結びつけるエネルギー（情
報）であるが、実験結果には素粒子類似の性質
があり、マクロPK（念力）現象を仲介する情報

（物質）である。これらの意識と物質、素粒子類
似等の性質からみると、両者は同類と見られる
が、これらを比較検討し、議論した例はいまま
でに殆ど見当たらない。そこで、本稿で取り扱
うことにした。

2．実験結果と検討
筆者らによって得られたオーブ（たまゆら）とサ

イ（気）の実験結果と検討の大要を述べる。
2−1）オーブについて

オーブ（たまゆら）は、デジタルカメラが実用

化・販売された2000年当初から話題になってき
た。円形に写り込むノイズであろうと判断され
たので、研究は殆ど見当たらなかった。その後、
先駆者としての小林正信らによって、近赤外線
カメラには写るが、紫外線カメラ、その他には写
らないことが確かめられた。

（1）オーブは近赤外線領域に潜んでいる。
オーブ（たまゆら）撮影用の著者らのデジタル

カメラ（CCD）は、近赤外線領域を撮影できる感
度のある事を確かめてある。オーブ（たまゆら）
の最も写り易いのは、極早朝または日没後の薄
暗い真上（天）の空である。市街地で、空気が
電離していると思える夜の空に向けて、フラッ
シュ撮影すると写ることになる。写らない場合に
は、同一状況（画面）のフラッシュ撮影を、何回
か（2～8回程度）繰り返すと写る。小高い丘の上
から市街（住宅など）と空が見える場所、または
花火やお祭りの観覧席と空などで、しかも、生
命力と人々の関心が集っていると思える場所（祈

オーブとサイはテラヘルツの周波数域内に潜在しているオーブとサイはテラヘルツの周波数域内に潜在している
佐々木　茂美　　
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み可能になるといったからくりなのである。

PSIと進化
手が自由になり、言語と抽象能力をものにし、

肥大化した脳をもつヒトはこれからどこに向かう
のか? 次の一歩、新たなる1%の進化は何を意
味するのか? この答えはPSI能力しかないので
はないかと思うのである。一寸先は闇の社会に
おいて、先が見通せる千里眼、突然やってくる
天変地異、土砂崩れや津波、火山の噴石、ゲリ
ラ竜巻あるいは交通事故や精神異常者・ドラッ
グ中毒者の包丁を振り回すような暴力に普通は
何をなすこともできないが、PSI能力を精神感応
でも遠隔透視でもサイコキネシスやテレポート能
力がある超人ならば、なんなく危機を回避するこ
とができるだろう。あるいは守護霊や先祖霊が
それとなく危機を伝えてくれるのではないだろう
か?

チャールズ・ダーウィンは突然変異と自然選
択で進化を説明したが、アルフレッド・ラッセ
ル・ウォーレスはきっかけを先駆けて作ったとは
いえ、性選択やスピリチュアリズムからそれだけ
では十分でないと感じていたのだろう。今西錦
司は運とか変わるべくして変わると進化論を表
現したが、生物の主体性を考えれば、アンリ・
ベルグソンのエラン・ヴィタル（生命の躍動）が
創造的進化の源となり、結果論的に運とか自然
選択といった解釈になってしまうだけの話であ
る。もっと微視的にいえば、まるでつるまきのダ
ウジングのようにPSI能力をフルに発揮して放散
したエラン・ヴィタルが周囲を宇宙として意識し
ながら、ダイナミックに突き進んでゆく。正四面
体を連続的に繋ぎ合わせるとテトラスクロールに
なるが、その二重螺旋こそが生命そのものなの
であろう。

精神（魂）の座
私は15歳の頃、ウィリアム・バードのミサ曲を

歌った際に戦慄を体験したときから、57歳の今
日に至るまで、その曲を想起するだけで、戦慄を
再体験できる。そのクンダリーニ上昇の体験は、
精神の座がどこにあるのかを暗示するのである。

レオナルド・ダ・ヴィンチは精神の座を解剖まで
して執拗に探求し、それを第3脳室とした。一方、
ルネ・デカルトはそれを松果体に求めたのであ
る。現代科学では脳全体に精神の座を委ね、特
定の部位には着目してはいないが、私は、先の
両巨人の肩を借りて<脳幹と第3脳室と松果体
の三角地帯：第三の目と脊髄の交差部位>が精
神（魂）の座なのではないか? と思う。身体情報
が脳幹を通じて、自然環境情報が第三の目及び
松果体を通じて、宇宙情報が第3脳室を通じて、
精神（魂）の場ができあがるのである。その座は
恐らくは正四面体（テトラヘドロン）であると思う
のである。

永久機関とシナジー効果
宇宙が永久機関でないならば、永久機関は

存在しない。もし宇宙が永久機関であるならば、
その宇宙のいとなみに密かに参画することで、
永久機関は存在しうるかもしれない。宇宙の大
爆発（ビッグバン）から始まった宇宙はそもそも
永久機関ではない。フレッド・ホイルの定常宇
宙論ならば、永久機関といえないこともないが、
現在では軍配は大爆発（ビッグバン）にあがって
いる。スティーブン・ホーキングは虚数時間を想
定しているが、もしこの実宇宙が虚数宇宙から
誕生したものと考えると、永久機関も夢ではない
のではないかと思うのである。原初宇宙が虚数
の海だったとして、私たちの体内に地球太古の
海と生物が川を上ったときの海といった2つの海
を持っている様に、私たちの体内にもその虚数
の海を有していたと仮定してみるのである。そ
れが現代科学では割り切れないこころの正体で
あり、気の本体であり、PSIの核であると考えて
みるのである。

こころ（虚数）とこころ（虚数）が通じ合えば、
何か実体（実数）が生まれてもおかしくはない。
気と気が通じ合えば、合気道ではないが、大男
も投げ飛ばされてしまう。ユリ・ゲラーはスプー
ン曲げや種の発芽実験をやる際に、周囲の環境

（場）を活用する。虚数はイマジナリーナンバー
と呼ばれ、i と表す。i（愛）からエネルギーを引
き出すのである。フリーエネルギーの永久機関
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自然観察から
下手の横釣り師として、川や海を観察してい

ると、どうしても理解できない光景に出くわす。
例えば、河口でボラが飛び跳ねたりするのだが、
いったい何故そんな行為にでるのかがわからな
い。雄が雌の注意を引くのだとか、体についた
寄生虫を追い払うのだとか、より大きな魚に追わ
れているのだとか、仲間でじゃれ合っているのだ
とか考えるのだが、どうもしっくりいかないので
ある。むしろボラの遊びであると考えると納得す
るのである。つまり生物には生物の主体性があ
るという考え方である。

進化とは何か
森に住んでいたわれら先祖が大地溝帯に降り

立ち、離せずにいる木切れを右手に、石のかけ
らを左手に持ち、群れなすハイエナやチータのよ
うな猛獣を相手に応戦しつつ、直立二足歩行に
進化していったことは容易に想像できる。敵が
いないかを遠くに眺めるミーアキャットの姿を想
起すれば、敵の有無や好物の有無を先祖が好奇
をもって観察していたのだろうと考えることがで
きる。

機会あって、そういう妄想をゴリラ研究の第
一人者山際寿一京大教授（現京大学長）に話し
たところ、一言「エネルギーの効率がいいのだ」
とご教示された。直立二足歩行は両手の開放と
ともにエネルギーの効率化という2つの要素のシ
ナジー効果による成果だったようなのである。

進化と科学技術
チンパンジーとヒトとは2%のDNAの違いが

あるといわれている。チンパンジーとネアンデル
タール、ネアンデルタールとヒトとは1%の違い
があるらしい。前者は言語が関わっているとい
われている。後者はおそらくは抽象能力だろうと
思うのだが、いかがだろうか? 言語と抽象能力
の2要素が仲間とのコミュニケーションや石器・
土器などを生み出していったのだろう。木切れと
石のかけらがシナジー効果として石器ややじりを
生み、それに言語や抽象能力が加わり、狩りや
漁が大規模化していったのだろう。車輪と馬が
馬車を生み、蒸気機関やエンジンが機関車や自
動車を生み、やがて携帯とPCがスマホを生んで
ゆく。

シナジー効果 1+1=4
私たちの教育では1+1=2である。どうし

たって2である。これが4になると主張したのは
「宇宙船地球号」の建築家バックミンスター・フ
ラー。彼によれば、2つの三角形を組み合わせる
と4つの三角形ができあがるというのである。ま
ず一つの三角形を変形させ、もう一つもまた変
形させる。改変した2つの要素が正四面体を形
成するというわけである。これはマッチ棒3本で
作った三角形にもう3本のマッチ棒で4つの三角
形を作れ! といった問題にそっくりである。答え
は簡単で、立体的に構成すればいいということ
なのだ。ここで重要なのは各要素が改変し、次
元を一段アップ（アセンション）させた場合にの
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